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   The serum basic fetoprotein (BFP)  in patients with urogenital diseases was measured by enzyme 
immunoassay (EIA). The positive range of serum BFP was defined to be 75 ng/ml or more.. 
   In benign cases except for renal transplantation, the positive rate of serum BFP was 11.1% 
(5/45), and relatively high (21.4%, 3/14) in benign prostatic hypertrophy. In cases of urogenital 
cancers before treatment, the positive rate of serum BFP was 29.1% (16/55), and increased with 
the progression of clinical stage. 
   Eleven of the patients with positive serum BFP before treatment were re-examined after treat-
ment, and all of them exhibited a marked decrease of the titer of serum BFP. 
   In seventeen renal transplant patients, the positive rate of serum BFP was 100% (8/8) in acute 
rejection, 66.7% (2/3) in chronic rejection and 0% (0/6) in rejection-free condition. 
   We conclude that serum BFP is a clinically beneficial marker for renal transplant rejections 
and urogenital malignancies.
(Acta Urol. Jpn. 37: 1475-1479, 1991)



















巣腫瘍4例 で,非 癌疾患 の内訳 は,前 立腺肥大症14
例,腎破裂1例,腎 嚢腫1例,嚢 胞腎1例,水 腎症1
例,VUR3例,尿 路結石4例,尿 道狭窄1例,精 索
静脈瘤6例,停 留精巣2例,原 発性副甲状腺機能充進










1)正 常 対 照:(Fig.2)血清BFPの 正 常 値 に つ
い て は,永 田 ら(1982)は100ng/ml以下 を陰 性 と
した が3),石井 ら,設 楽 らの 報告 では,75ng/mlを
CUYoff値と して い る2・4)その 後 の郷 司 らの報 告 で も
75ng/mlをCUtoff値と して お り5>,今回 のわ れ わ
れ の検 討 も これ に従 っ た.な お 今 回 の 検討 で,正 常 対
照 と して 扱 った 腎移 植 のdonor予 定 者7例 の平 均 値
は57・7±25・5ng/mlで,7例中2例 が80ng/ml以
上,99ng/ml以下 の値 を 呈 した が,い ず れ も肝疾 患
や 溶 血 疾 患 は 伴 って い なか った.
2)悪 性 腫 瘍:(Fig・1)全症 例55例の血 清BFPの
平 均 値 は,78.4±70.1ng/mlで,75ng/mIのcutoff
値 で の 陽 性 率 は,29.1%(16/55)であ った.
腎 癌21例 中,未 治療15例 の 陽 性 率 は40.o/0で,
Robsonの病 期 分 類 に 従 う とstageIで20.o%(1/
5),IIで33.3%(2/6),IIIorIVで75.0%(3/4)
とな り,stageの進 行 に従 っ て高 い陽 性 率 を示 した.
Incidentalcase7例で の陽 性 例 は28.6%(2/7)で
あ っ た.腎 癌 の 再 発 例6例 で の 陽 性 率 は33.3%で,
bulkymetastasisを有 す る2例 は,い ず れ も陽性(2/
2)で あ った.
膀 胱 癌 の22例中,膀 胱 全 摘 後 の再 発 例3例(全 例 が
骨 盤 腔 内再 発)で は,陽 性 率100%(3/3)であ った.
残 る19例(pT4;2例,pT3;1例,pT2以 下16例)
で の陽 性 率 は21.1%(4/19)で,陽性 例4例 中,3例
は表 在 癌,1例 は進 行 癌(pT4)で あ った.
腎 孟 ・尿 管 腫 瘍5例,前 立 腺 癌3例,精 巣腫 瘍4例
(stageI;3例,III;1例)は全 例 未 治療 で,前 立 腺
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Fig.2.健常人および泌尿器科非癌疾患の血清BFP






慢性 拒 絶反 応3

















あった,残 りの良性疾患(29例)はすべ て陰性 で あ












の手術後の変動をFig.4に示 した.内 訳は,腎 癌9
例,膀胱癌6例,腎 孟癌1例,精 巣腫瘍2例,非 癌疾
患6例(PHPT,腎移植donor,VUR,尿管結石・
BPH,尿道狭窄,各1例)で ある.術前血清BFPが
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Fig.6A,B.腎移 植後 の臨 床 経 過 と血 清BFPの 関 係
は移植後4日 目から拒絶反応が起こ り,ステロイ ド大
量療法が効かず,muromonabCD3(OKT3)で鎮
























まず 腎癌につ いては,永 田らはRobson分類で
stageが高くなるにつれ陽性率が上昇することを報告

























ついても血清BFPの 検討を行った.急 性,慢 性を問
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